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２０１３年　１月５日　第５５号　作成責任及び文責古畑　等








富田林市少年少女合唱団演奏会　　1月１３日（日）午後１時３０開演。会場はすばるホール。





団員投稿「池辺晋一郎先生の記事から」（Ｂ上田さん）


　朝日の文化欄で、ご縁のあった先生のお顔が目に入りました。これは久しぶりで先生のだじゃれを拝見できるのかなと・・・


『日本人と声』というタイトルで、私は息も次がせずに読みました。そのままの文でいきますのでお付き合いの程を・・・・・３回に分けて載せていただきます。





「公的な場所や電車の中では携帯電話は遠慮するべきだというルールがどのくらい守られているかというと、まあ７割と言ったところだろうか。依然として、大声の電話に眉をひそめてしまうことが、しばしばある。


とは言え、諸外国の人に比べ、日本人は声が小さいと僕は思う。いつだったか、北京のホテルの部屋にいて、外の廊下で喧嘩が始まったと直感。激しく怒鳴り合っているのは、どうも男どうしだ。僕はドアをそっと、細めに開けて廊下をのぞいた。すると・・・・・何のことはない、２人の男が掃除をしながら会話をしているだけだった。


とりわけ、中国人は声が大きい。上海や香港のレストランで、あまりのうるささに閉口したことも二度や三度ではない。静かに食べようという我々の常識とは違い、歓談しつつの食事があちらの美徳だから、これは仕方が無い。


中国人だけではない。１９８０年代の何年か、僕はエジプトの仕事をしていた。首都カイロに、日本がグラント（無償援助）でオペラハウスを建設。そのこけら落としには、日本からの歌舞伎や、地元との共同制作のバレエの講演があった。そのバレエは僕の作曲によるもので、従って僕も舞台での練習に立ち会っていた。


日本からのスタッフが、客席後方の照明室などとインカム（トランシーバの一種）でやりとりをしている。


機械を使わなければならないほど遠いのである。そのそばのエジプト人スタッフは、ごく当たり前のように、地声で話をしているではないか。もとろん大声だが、無理して張りあげている感じはない、普通に大声なのだ。


日本人は声が小さいんだな・・・・・・どうしてだろう。」・・・・次号に続く








♪年の初めのためしとて～。一年間っていろんな出来事がありますね。昨年１月～１２月のシャンテをふりかえってみましたら人生の縮図のように出会いと別れ、またサプライズとイヴェントがありましたのでおもな記事をピックアップしてみました。











福井雅志先生出演演奏会　　　オペラ「猿沢の池不思議ノ横笛」


２月10日（日）・11日（月祝）。会場は、なら100年会館。(JR奈良駅下車西側スグ)


内容はモーツァルトの「魔笛」の万葉時代版。福井先生は10日は物部須太麻呂（モノスタトス）役。11日も別役で出演。有名な女優の鶴田真由さん客演。10日(日)は18：00開演。11日(月祝)は14：00開演。Ｓ席3500円。Ａ席2500円。チケット予約は「なら100年会館0742－34－0111」またはＳ福井聖子さんまで。


























あけましておめでとうございます。ウェルカム２０１３年


シャンテのロゴは発行当初のものです。新年をむかえて初心にかえろうという気持ちです。皆さん、お正月はいかがでしたか。早く歌いたいなあと、待ちかねておられた方も多いでしょう。昨年１１月、40名が五箇山と八尾に行かせていただきました。そういう企画をまたやろうという声があるとか。今度はもっとみんなで行きたいですね。


　さてすぐに、「富田林市少年少女合唱団」の演奏会（下記）があります。前に共に歌った仲間という意識で聴きにいければと思います。











練習状況：１２月１日（土）


和田先生の年内最終レッスン。（新年もよろしくお願いします。）


いつも大切なのは基本の基本。ブレスと言われます。前屈みでブレスを取るのは、あえておなかを圧迫して背中がぐっと張るのを感じるためです。ＢＲＲＲはおなかの底の息がのどの奥につながる感覚を持つためです。ピアニッシモで我慢の筋肉を使って発声するのは、実際に合唱曲を歌う際、大変役立つ訓練です。


　練習曲は、「日本抒情歌集」から、「荒城の月・箱根八里・からたちの花・城ヶ島の雨」。


「箱根八里」ではＰ９の頭「ばんじょうの」の「ば」をぶつけず＞の付いた「やま」に山をもっていくように。Ｐ11「てんかに・・」以降は「だいとうこしに」が大きな山になることなどの指示がありました。


林光先生は東混がこの曲を歌うとき「もっと日本語の自然な発音を大切に」と何度も指導されたとか。これは実際に歌われた太田真紀先生の言葉です。


練習後半は「富山・・３曲」。「こきりこ」のＰ２３「山また山に囲まれた奥深い谷あいの村」は４０名が実際に見てきた、あの山々のかさなり、川の流れ、谷の奥深さなどを思いおこして表現する歌い方をしましょうと言われました。


　五箇山・八尾旅行で写真係をされたＴ藤井さんが参加者に記念写真を配布、またＢ中山さんが民謡のビデオ撮り映像を練習会場でＰＣでの実演などお世話いただきました。練習会場には楽器「ぼうざさら・びんざさら・こきりこ」とシャンテ特別号壁新聞も展示されています。


　なお今回と前回練習日の夜中まで委嘱委員会の皆様と先生方が応募２８作品の読み込みとコメント作りにご尽力いただきました。ありがとうございます。


１２月１日（土）本年最終。


ＶＴは久しぶり。元気印の福井雅志先生。柔軟体操から初めて下さいました。また男性有志が練習前に福井先生の特別レッスンを受けました。たっぷり空気を入れて１０カウント保持してゆっくりはくブレスコントロール。ブレス保持のまま歩き回ると腹筋の感覚がしっかり掴めます。


練習曲は、これまでの総括。まず「みどりの風に」。「最初のハミング部はもっと音を自在に揺らせてみましょう」と遊び心の注入も。「最初に出て来るみどりという言葉をくっきり」など念いりな仕上げです。続いて「海よ」。「これは皆さん歌い易いようですな。」と先生は満足げでした。次は「まちぼうけ」「抒情曲集から椰子の実・城が島の雨・からたちの花・箱根八里」を通しました。そのころ嬉しいことに太田真紀先生がご来場。休憩後「富山３曲」。早くも譜面を降ろして歌う人がおられます。この大曲を覚えてしまうと今後が楽でしょうね。太田先生もきさくにソプラノ席で歌ってくださいました。さらに夜中まで委嘱委員会が追加。お疲れ様です！


練習最後は団長の発声で一本ジメ。イヨオーッ　ポン。一年間お疲れ様！





連絡事項１：大切な意志決定がありました。大阪府合唱連盟加入の提案です。（詳細は別紙、団長配布資料参照）


大阪府合唱連盟関係者から最近加入の勧めがあり、折から当団は「みどりの風に」の普及を望んでいるので、府合唱祭で大阪府内の多数の合唱団の前で「みどりの風に」を演奏するいい機会と考え、エントリーするという提案です。練習時間を割いて、上田さんを臨時の議長としてしばし意見交流をしました。若干心配気味の質問や意見がありました。例えば、負担金（年会費・合唱祭出演費用など）など。前向きな意見としては「みどりの風に」の紹介だけでなく、レベルの高い合唱を聞けること、貞松先生のお言葉では当団は府の合唱祭に出ても恥ずかしくない所に来ていること、また合唱祭は６月で、定演前でかなり歌い込んでいる段階であることなど。さらに合唱コンクール出演は考えないこと等の説明です。出席者の多数の賛成を得て、連盟加入の方向が決まりました。これはあくまでも「みどりの風に」の普及が目標で、団の雰囲気が合唱連盟とあわなくなればいずれ脱会という可能性も含んでの決定です。演奏会場（フェスティバルホールかも）と日程は後日連絡されます。








１月。記事「聞くところによると、林先生は、9月頃に歩道で転倒され、後頭部強打のため意識不明で入院された。」岡田さ


んと東混くじ目さんとの相互メールから。今練習中の「抒情歌集」の林　光先生が、悲しいことに2012年1月


５日ご逝去されました。あらためてご冥福をお祈り申し上げます。なお本日１月５日が林光先生の一周忌にあた


ります。心をこめて「抒情歌集」を歌いましょう。合掌。


３月。記事「貞松先生からうれしいご報告がありました。委嘱曲の目途がついた。早ければ2月中に楽譜を届ける、と源田


君から連絡があった。」このお知らせを聞いたみんなの歓声がまた聴こえるようです。


４月。記事「３月４日(土)新曲誕生記念日。当団十七年目の誕生日が過ぎてすぐのこの日に、新しい合唱曲が産声をあげま


した。《みどりの風に》の楽譜が団長と貞松先生に届いたのが週末近くで、本日団員配布の上、さっそくパート


別音取り練習、その後アンサンブルになりました。『私が書いた楽譜は、ただの文字と記号にすぎません。どう


ぞ皆様の歌声で音楽という命を与えてください。』との源田先生のメッセージも添えられた楽譜です。」


　長い間待った甲斐がありました。新曲の♪が音にかわった瞬間の感動は今も忘れられません。


５月。記事「みなさん、合宿お疲れさまでした！！２年ぶりの合宿開催でとても楽しかったのですが、寄る年波には勝てず？


疲れましたー。」これは団長の感想です。合宿が再会できてよかったです。合宿はいいもんや～～


６月。記事「今回のチラシ・チケットデザインはＡ吉田栄美子さんのご尽力です。ありがとうございます」団長のコメント


でした。GOODデザイン賞ですね。当団はいろいろな分野のスペシャリストがいてはります。ありがたいです。


７月。記事「とんだばやし混声合唱団の皆様は、それぞれにとても良い声をお持ちの方ばかりです。その上、地域の少年


少女合唱団からの歴史を持つＯＢやＯＧも多いために団結力があり、その演奏に惹かれて入団された方々も


加わり、コーラスへの力強い情熱の和が益々広がっている様に感じます。」竹岸睦美先生の暖かい励ましのメッ


セージでした。長い間教えていただき、ありがとうございました。次の演奏会においでくださると嬉しいですね。


８月。記事「今回の演奏会にあたり、源田俊一郎先生はリハーサルの土曜日14日の午後5時頃にすばるホールへお越しくだ


さいました。」源田俊一郎先生、ご来場、ご指導ありがとうございました。先生のタクトで歌えてよかった。


９月。記事「今後の委嘱曲については岡田重信さん・奥野時子さんを中心に委員会を設けて検討する。―中略―あらたに


委嘱委員にＳ米沢美智子さん・Ｓ貞松朋子さん。」新しい夢に向かって、よろしくお願いします。


記事「団企画「富山市五箇山ツアー」：11月24日（土）～25日（日）です。」行ってＱしましたね。団長に感謝。


10月。記事「15日には作詩応募箱（立派な書体です。是非一見）がおかれ、募集開始です。」なんと28作品応募。


悲しい出来事はＢ吉田惣さんの早すぎるご逝去です。あらためてご冥福をお祈りいたします。


11月。嬉しいニュース記事「第66回全日本学生音楽コンクール(声楽部門)大阪大会本選に出場されていた貞松響君が見


事に入賞。」おめでとうございます。新しい音楽家の誕生と成長を目の当たりにしているようです。


12月。小山省三先生のお手紙「学生時代から編曲の名人になった源田君には「創作も‥‥」と、期待しておりました小生


でしたので、わが事のように嬉しかったので一筆でした。それに、常任指揮:貞松道人君の指揮ぶり、合唱団の皆


さんの見事な歌唱に脱帽です。学生時代の両君を思いお越して感無量！！！教師冥利に尽きました。」





連絡事項２：委嘱委員会岡田さんから。28作の応募作品について、３回にわたって貞松・井関・和田先生と委員で検討し、ＡＢＣの段階に分けました。Ａはほぼそのまま・Ｂは改善をお願いしＡに近づける・Ｃは選ばない。今後はＢの作品についてだけ年内に電話等で作者に連絡をします。源田先生には８作品ほどをお届けします。


連絡事項３：岡団長から。《　以下オンラインシャンテ上は削除　》

















